
普
通
加
熱
淋
菌
「
ヲ
ク
チ

免
疫
阻
止
物
質
ノ
立
詮

第
一
報

ン
」
中
－
一
含
有
セ
ラ

抗
淋
菌
「
オ
．
フ
ソ
ニ

レ

タ
Jレ

ン
一
産
生
ノ
阻
害

京
都
帝
国
大
撃
夜
間
学
部
外
科
教
室
（
烏
潟
教
授
指
導
）

大

串

院

畢

生

墜

皐

士

千

田

卓

〔
内
容
妙
鍛
〕
淋
商
ヲ
然
、
天
培
養
基
面
ヨ

P
掻
キ
取
り
テ
暗
殺
制
水
？
以
テ
菌
浮
波
液
（
一
・

O
中
約
0
・
0
0
一
四
施
〉

7
作
p
、
数
日
間
氷
室
中
ニ
放
佳
シ
タ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
陶
土
酔
謀
総
過

－
一
テ
生
鴻
液
（
N
・F
－
）
ヲ
得
。
其
一
部
ハ
二
十
分
間
百
度
＝
・
加
熱
シ
テ
煮
総
液
（
F
－K
・ニ

O
）
ト
免
シ
何
レ
ユ
モ

0
・
八
五
%
ノ
食
関
及
ピ

0
・
五
%
ノ
石
炭
酸
ヲ
加
へ
タ
リ
。
針
照
ト
シ

テ
ハ

0
・
五
%
石
炭
酸
加

0
・
八
五
%
食
艶
水
ヲ
取
リ

9
p
。

家
兎
二
頭
宛
ヲ
一
群
ト
ナ
シ

F
－K
・二

O
、
N
・F
－
及
ピ
封
照
食
路
水
ノ

0
・
五
、
一
・

O
及
ピ

7
五
－
二
階
研
製
淋
菌
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
或
ハ
了

O
ヲ
加
へ
テ
耳
静
脈
内
へ
法

射
セ

p
。

、
法
射
前
血
清
並
－
一
注
射
後
五
目
、
十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
目
血
清

－T
就
テ
淋
菌
＝
当
ス
ル
「
オ
プ

ソ
品ン
L

係
放
ヲ
測
定
セ

p
o
其
結
果
下
ノ
成
績
ヲ
待
9
9
0

て
同
一
傑
件
／
下
＝
於
ケ
ル
血
中
「
オ
プ
ソ
＝
ン
」
産
生
ハ
煮
総
液
動
物
最
大
昌
シ
テ
時
間
的
－
一
ハ
早
期
＝
且
ツ
長
期
昌
一
息
リ
タ
リ
。

ニ
、
生
油
価
液
動
物
／
一
京
シ
タ
ル
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
ー係
数
ハ
艶
照
動
物
ノ
ソ
レ
ト
大
同
小
異
ナ
日
キ
。

三
、
油
価
液
並
－
一
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量
ヲ
措
営
化
シ
テ
同
様
／
賓
験
7
行
ヒ
タ
ル
ユ
常
三
同
一
／
結
論
一
一
鋳
ス
ベ
キ
成
績
ヲ
得
9
リ。

以
上
／
貸
験
結
果
－
一
ヨ
リ
テ
抗
淋
菌
抗
鑓
ノ
血
中
産
生
－
一
際
シ
テ
モ
亦
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ハ
立
読
セ
ラ
レ

9
9
。
換
言
ス
レ
パ
許
遁
加
熱
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
モ
亦
免
疫
阻
止
物
質
7

含
有
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ヨ
ト
ガ
守
一詮
セ
ラ
レ
タ

9
0

緒

言

第
六
傘

善
』4

一
九
一
七
年
鳥
潟
数
授
－
一
ヨ

2
7始
メ
ア
沈
澱
反
膝
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
接
表
セ
ラ
レ
ア
以
来
今
回
二
至
Y

マ
デ
種
々
ノ
菌
積
ニ
ツ
キ

九
三
）

F『

原

ヂ

回

九

（

第
点
抗
措
蜘



第
六
巻

F『

原

著
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王子

同

九
問

（
第
授
掛
川

九
四
〉

或
A

「
沈
澱
反
膳
」
－
一
一
於
e

プ
或
A

「
柿
鵠
結
合
反
肱
」
－
一
一
於
ア
或
A

「
喰
蘭
現
象
」
一
一
於
ア
或
A

’m中
ユ
於
－
プ
抗
鶴
ノ
産
生
セ
ラ
山
戸
、
場
合
－
一
際
シ

或
A

自
働
性
会
身
性
乃
至
局
所
性
免
疫
ノ
成
立
ニ
際
シ
－
プ
何
レ
モ
此
ノ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
作
用
ガ
立
読
セ
ラ
レ
葉
串
術
的
根
懐
A

牢
乎
ト
シ
－
ア

動
カ
ス
ペ
カ
ヌ
ザ
Y

ニ
至
レ

y
。

淋
菌
－
一
就
－
7

A

始
メ
鳥
潟
数
授
ノ
検
査
－
一
4

7

A

沈
澱
反
応
ヲ
以
－
ア
ジ
－
ス
A

「
イ
ム
ベ

ヂ
ン
」
現
象
ノ
立
読
A

不
可
能
ナ

y
キ
ト
報
告
セ
ラ

レ
タ
リ
（
一
九
一
七
）
。
然
Y

ニ
余
等
A

喰
商
現
象
ヲ
指
標
ト
ジ
ア
検
査
シ
淋
菌
－
一
就

e

プ
モ
亦
明
ニ
「
イ
ム
ペ
ヂ

γ
」
現
象
A

立
詩
可
能
ナ
ル
’

事
ヲ
報
告
セ

P
（
東
京
密
接
a

曾
雑
誌
四
十
ご
窓
第
一
一
就
）
。
思
フ
ニ
喰
菌
作
用
「
イ
ム
ヘ
ヂ
ン
」
現
象
ノ
立
読
A

沈
澱
反
感
ヤ
柿
慢
結
合
反
臆
等

二
一
炉
、
ヶ
y
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
／
立
誼
ヨ

y
モ
生
物
皐
上
免
疫
率
上
見
二
有
意
義
ナ

y
o
何
－
プ
余
等
A

更
ニ
迩
ン
デ
抗
鴨
産
生
一
一
際
シ
ア
毛

亦
果
シ
－
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
立
読
セ
ラ
レ
得
Y
ヤ
否
ヤ
ヲ
貰
験
結
果
－
一
間
A

ン
ト
ス
。

郎
チ
淋
菌
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
ニ
淋
商
ヨ
リ
得
タ
Y
生
滅
液
又
A

煮
鴻
液
ヲ
加
ヘ
ア
試
獣
－
一
注
射
シ
一
定
ノ
時
日
ヲ
経
－
プ
得
タ
M
Y

抗
血
病
中

三
，
オ
プ

Y

二
ン
L
ノ
測
定
ヲ
ナ
シ
タ

y
。
印
チ
抗
淋
菌
「
オ
プ
ソ
ニ
シ
L
ガ
産
生
セ
一
フ

Y

、
こ
際
ジ
淋
前
生
・
蓑
滅
液
ガ
如
何
ナ
Y
影
響
ヲ
輿
プ

Y
カ
ヲ
検
査
シ
タ

y
o賓

－
、
淋
菌
生
清
涼
N
・
F
－

淋
菌
卵
黄
寒
天
間
十
八
時
間
培
養
基
面
ヨ

y
白
金
耳
ニ
ア
菌
主
ロ
ヲ
播
キ
採

y
蒸
舘
水
中
ニ
平
等
－
一
存
訴
セ
シ
ム
。
菌
容
量
ア
測
Y

－
一
烏
潟
数

授
ノ
沈
澱
計
二
－
Y

二
度
目
印
チ
一
括
中
約

0
・
0
0
一
四
托
ナ

y
キ
。
此
ノ
淋
菌
蒸
館
水
ぺ
付
加
液
ヲ
氷
室
－
一
放
置
ス

Y

コ
ト
数
日
、
・
次
デ

糾
バ
叫
刈
判
斗
叶
刈
川
氏
陶
土
滅
遁
器
－
一
－
ア
櫨
遁
ジ
更
－
一

0
・
八
五
%
’
ノ
割
合
－
一
食
瞳
ト

0
・五
何
ノ
割
合
－
一
石
山
灰
酸
ト
ヲ
加
へ
全
ク
無
色
透

験

材

料

明
水
様
ノ
液
ヲ
得
タ

y
。

二
．
淋
菌
煮
漏
液
E
・
E
－二

O

前
記
生
鴻
液
ノ
一
部
ヲ
試
験
管
内
二
一
熔
封
シ
蹄
氏
一

O
O度
ニ
ア
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
一
一
投
入
シ
二
十
介
間
加
熱
シ
タ

y
。
此
ノ
際



何
等
ノ
沈
澱
三
常
生
セ
ズ
液
A

依
然
ト
ジ
ア
無
色
透
明
水
榛
ナ

y
キ。

三

、

掛

照

0
・
八
五
%
食
間
水
－
一

0
・
五
%’ノ
割
合
－
一
石
決
醍
ァ
加
ヘ
タ
リ
。

四
、
淋
菌
加
熱
「
ワ
ウ
手
ン
」

大
日
本
帝
幽
政
府
侍
染
病
研
究
所
製
造
二
係

y
第

一
貫
験
ニ
用
ヒ
hF
Y

毛
ノ
A

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日
製
造
八
十
五
競
ト
記
就
シ
－
プ

就
寝
質
セ
ラ
レ
タ
Y

毛
ノ
、
第
二
賓
験
－
一
用
hb
タ
Y

モ
ノ
A

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
製
造
八
十
五
競
ト
記
競
ジ
ア
張
費
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
ナ

リ
ノ
。
雨
者
共
一
一
菌
容
量
ヲ
測
Y

－
一
鳥
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
一
一
ア
二
度
目
印
チ
一
括
中
約

0
・
0
0
一
四
沌
ノ
菌
鱒
ヲ
一
不
シ
タ

y
。
但
シ
何
レ
モ
一
英
／

規
定
使
用
期
間
以
内
ニ
於
ア
貰
駿
一
一
供
シ
タ
リ
ノ
。

五
、
賓
騒
動
物

二
口
町
内
外
ノ
新
鮮
健
康
ナ
Y
推
家
兎
ヲ
使
用
セ
リ
ノ
。

賓

職

方

法

家
兎
六
一
頭
ヲ
以
－
プ
一
群
ト
ナ
シ
甲
、
乙
、
丙
三
群
ア
準
備
ス
。
第
一
貫
験
－
一
於
－
Y

A

甲
群
ノ
内
二
頭
－
一
A

業
繍
液

0
・
五
蛇
他
ノ
二
頭
一
二

生
鴻
液

0
・
五
托
残

y
ノ
二
頭
ニ
A

封
照
ト
シ
ア

0
・
五
%
石
炭
酸
加

0
・
八
五
%
食
瞬
水

0
・
五
括
ニ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
耗
宛
ヲ
加
へ
－
プ

注
射
セ

y
。
乙
群
－
二
同
様
ノ
方
法
－
一
－
7
前
記
ノ
生
・
業
鴻
液
並
－
一
封
照
各
一
・

O
託
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
托
宛
ァ
加
へ
、
丙
群
－
一
ア
A

生
・
業
鴻
液
並
－
一
一
割
照
各
一
・
五
托
一
一
淋
菌
「
ヲ
グ
チ
ン
」
0
・
五
括
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注
射
セ
リ
ノ
。

第
二
質
験
－
一
於
－
プ
モ
亦
全
ク
同
様
ノ
方
法
ニ
ヨ

y
一
群
ノ
家
兎
六
頭
宛
ヨ
リ
ナ
Y
甲
、
乙
、
丙
三
群
ヲ
準
備
シ
、
甲
群
一
二
生
・
業
滅
液
並
－
一

劃
照
0
・
五
括
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
括
宛
ヲ
加
へ
、
乙
群
ニ
A

生
・
業
鴻
液
並
ニ
劉
照
各
一
・

O
括
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
括
宛
ヲ
加

へ
、
丙
群
一
二
生
・
煮
鴻
液
並
ユ
山
首
照
各
一
・
五
姥
－
一
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
括
宛
ヲ
加
へ
－
プ
耳
静
脈
内
へ
注
射
セ
ク
。

注
射
ノ
際
ニ
品
ニ
同
一
注
射
器
ヲ
用
ヒ
、
生
・
業
櫨
液
並
一
一
「
フ
ク
チ
ン
」
A

各
々
同
一
容
器
ヨ
9
採
η
ノ
、
耳
静
脈
ヨ
リ
唯
一
回
限

y
ニ
注
射
セ

第
六
谷

F『

原

著...... 
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第
六
巻

F『

原

箸

卒

田

九
ノ、

（
第
校
時抗

九
六
）

リ

注
射
前
並
ニ
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
二
試
験
的
採
血
ア
ナ
シ
同
日
直
チ
ユ
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
測
定
ヲ
行
ヒ
タ

凶

y

。

オ
ブ
ソ
－
－
ン
測
定
方
法

オ
ブ
ソ
－
－
ン
測
定
用
材
科

で
注
射
前
血
清
並
Z
免
疫
血
清
前
記
ノ
貫
験
方
法
－
一
ヨ
！
ア
得
タ

Y
前
血
清
並
ニ
抗
血
清
A

凡
ア
五
十
六
度
三
十
分
加
熱
－
一
ヨ

η
ノ
ア

全
部
非
働
性
ト
ナ
ジ

タ
Y
モ
ノ
－
一
就
ア
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
測
定
ヲ
行
ヒ

タ
リ。

二
、
健
常
家
鬼
血
清
二
野
内
外
ノ
新
鮮
雄
家
兎
三
頭
ヲ
用
意
シ
「
t
プ
ソ
ユ
ン
L
測
定
日
毎
－
一
交
互
－
一
採
血
シ
－
プ
葉
ノ
血
清
ヲ
五
十
六
度

ゴ
一
十
分
加
熱
ζ

ヨ
リ
ノ
ア
非
働
性
ト
ナ
シ
ア
使
用
セ
9
0

三
、
補
鍾
健
常
家
兎
血
清
ヲ
夫
レ
ノ
ミ
車
濁
－
一
－
プ
A

喰
菌
促
進
作
用
ヲ
殆
ン
ド
示
骨
ノ
ザ
Y
程
度
マ
デ
ェ
稀
蒋
ジ
，
プ
使
用
セ

y
。
賓
駿
ニ
用

ヒ
タ

Y
家
兎
－
一
於
－
Y
A
幾
度
モ
検
査
ノ
後
十
倍
稀
稗
ノ
モ
ノ
ヲ
通
常
ト
認
メ
47
使
用
セ
廿
ノ
O

回
、
白
血
球
液
鰻
重
三

O
O
兎
内
外
ノ
海
底
ノ
腹
腔
内
－
一
肉
汁
六
括
ヲ
注
射
シ
四
乃
至
五
時
間
後
硝
子
毛
細
管
－
一
ア
穿
刺
ジ
得
タ
Y
腹

腔
液
ヲ
其
ノ
健
使
用
シ
タ

y
。
カ
ク
シ
－
プ
得
タ
Y
腹
腔
液
A

毎
常
殆
ン
ド
同
一
濃
度
ノ
モ
ノ
ヲ
得
ラ
レ
且
ッ
洗
糠
又
A

凝
固
阻
止
薬
等
ヲ
加

ア
Y

ノ
必
要
ヲ
認
メ

ズ
充
分
－
一
使
用
目
的
－
一
通
ヒ
タ
η
ノ。

五
、
淋
菌
浮
瀧
液
数
回
議
備
貫
験
ノ
後
淋
菌
卵
黄
寒
天
二
十
時
間
培
養
ノ
モ
ノ
ヲ
通
常
ト
認
メ
タ
9
0向
ホ
其
ノ
濃
度
毛
亦
極
メ
ア
緊
要

ニ
シ
ア
或
A

濃
或
A

淡
一
一
失
ス

Y
時
A

甚
シ
ク
貰
験
結
果
－
一
誤
差
ヲ
生
ズ

Y

毛
ノ
ナ
η
ノO

此
ノ
賠
－
一
於
－
プ
モ
亦
敷
回
ノ
強
備
貫
験
ヲ
要
シ
タ

9
0
本
質
験
－
一
供
シ
タ
Y

モ
ノ
A

烏
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一
ア

0
・
五
度
目
二
稿
々
逢
セ
ザ
Y
位
ノ
濃
度
ヲ
最
三
週
営
ト
認
メ
タ

y
o
以
上
ノ
如

キ
準
備
的
操
作
ノ
後
「
オ
プ

y
ユ
ン
L
測
定
ノ
都
度
淋
菌
卵
黄
寒
天
二
十
時
間
培
養
基
面
ヨ
η
ノ
白
金
耳
ニ
ア
菌
韓
ヲ
採
η
ノ
之
ヲ

0
・
八
五
%
食
盟

水
中
二
前
記
ノ
如
キ
濃
度
－
一
平
等
－
一
浮
併
セ
シ
メ
直
チ
ニ
使
用
セ
リ
ノ
。



「
オ
プ
ツ
ニ
ン
L
測
定
方
法
A

大
韓
ラ
イ
ト
氏
ノ
記
載
－
一
従
ヒ
タ
リ
ノ
。
印
チ
一
定
ノ
硝
子
毛
細
管
内
－
一
（
一
）
前
記
白
血
球
液
、
（
二
）
淋
菌
存
瀞

液
、
（
三
）
補
陣
、
（
四
）
血
清
ノ
順
二
各
々
一
定
同
量
宛
ヲ
空
気
ノ
間
隔
ヲ
置
キ
ア
吸
入
シ
、
究
デ
之
ヲ
時
計
皿
上
－
一
吹
キ
出
シ
ヨ
ク
混
和
シ
タ

y
後
、
夏
ニ
他
ノ
硝
子
毛
細
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－
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概
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第じ圏

各抗原l.Oc，；加Lワクチン＇ l.Occ注射ユヨノレ家兎／

血清／平均しオプソニン寸係数（第八表参照） 第
六
倉

J ＝ ~Ur＆.液加しワクチン 1

11＝：桁慮液加Lワクチン a

JIC＝濁照食櫨水力日Lワクチン’ F「
原

著
u 

平

同

一O
A

（
第
宗
務

一O
八）

所

,, 

見

－
、
本
質
験
二
一
炉
、
－
プ
A

全
部
十
五
日
目
ニ
最
高
ト
ナ
リ
タ
η
ノ
。
煮
漉
液
動
物
A

最
高
二
・
一

O

乃
至
一
・
六
六
三
連
ジ
二
頭
A

十
九
日
目
原
因
不
明
－
一
ア
死
己
セ
シ
モ
他
ノ
一
顕
A

二
十
日
目

＝
於
ア
向
ホ
相
営
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ヲ
保
チ
タ

y
。

二
、
生
漏
液
動
物
A

最
高
十
五
日
目
二
一
・
二
二
乃
至
一
・
四
八
ヲ
一
不
シ
茶
摘
液
－
一
比
シ
運
－
一

劣

y
タリノ。

／クI" 

三
、
封
照
動
物
モ
亦
十
日
目
及
ピ
十
五
日
目
最
高
ト
ナ
リ
一
・
六

O
乃
至
一
・
一
一
二
ヲ
一
不
ジ
寧

ロ
僅
－
一
生
漏
液
動
物
ヨ

y
モ
大
ナ

y
キ。

回
、
平
均
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ヲ
見
Y

－
一
（
第
七
闘
）
蓑
滅
液
動
物
A

依
然
ト
シ
ア
会
経
過
ヲ

通
ヲ
ア
常
－
一
最
大
ナ
Y
係
敷
ヲ
保
チ
タ
リ
。

生
滅
液
動
物
A

殆
ン
ド
十
五
日
目
一

7
’
’
ミ
傑
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ア
示
シ
五
日
目
、
十
日
目
、

廿
日

H
－
二
健
常
動
物
ト
大
差
ヂ
カ
リ
ノ
キ
。
封
照
動
物
－
一
於
－
プ
モ
亦
生
櫨
波
動
物
ト
大
同
小
異
－
一
ジ
ア
寧
ロ
生
描
液
動
物
ヨ

y
モ
優
叶
ノ
タ

y
。

丙
賓
職

業
漉
液
、
生
浦
被
、
封
照
各
々
一
・
五
耗
－
一
封
ジ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
耗
宛
ヲ
加
ヘ
ア
注
射
セ

9
0賀
験
結
果
A

第
七
表
－
一
示
サ
レ
タ
リ
。

倫
ホ
平
均
「
オ
プ
ソ
エ
ン
」
係
数
ア
求
メ
ア
第
八
表
ヲ
得
。
之
ア
第
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闘
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一
不
セ
リ
ノ
。
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第
六
倉

F『

原

箸
』d

平

回

一一
O

（
第
中
旬
披

一一
O
）

三
、
明
照
動
物
λ

五
日
目
ニ
A

生
鴻
液
動
物
ト
殆
ン
ド
同
様
－
一
ジ
－
Y

十
五
日
目
ニ
最
高
ト
ナ
リ
ノ
一
・
七

O
乃
至
一
・
七
五
ヲ
示
シ
タ
Y

壬
生

漏
液
動
物
ヨ

y
毛
小
ナ
リ
キ
。
二
十
日
目
ユ
於

4

プ
A

甚
ジ
ク
減
少
ジ
タ

y
。

回
、
平
均
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
敷
（
第
八
圃
）
ヲ
見
Y

ニ
蓑
縞
液
動
物
A

終
始
全
鯨
過
－
一
疋
リ
ノ
ア
常
－
一
最
大
、
生
鴻
液
動
物
ト
封
照
動
物
ト

A

大

同
小
異
ニ
ジ
ア
ソ
レ
ヨ
リ
モ
明
白
ニ
小
、
而
ジ

4

プ
骨
子
、
ノ
中
－
で
プ
モ
生
漏
液
動
物
ノ
成
績
ぐ
和
々
優
リ
タ
叶
ノ
。

所
見
概
富

貴
験
第
一
一
、
甲
、
乙
、
丙
ニ
於
ケ
Y
平
均
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ヲ
賞
験
ノ
順
一
一
列
記
と
プ
第
八
す
符
？
。
向
ホ
最
高
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
係

数
ヲ
示
シ
タ

Y
A
多
ク
十
日
目
、
十
五
日
目
ナ
リ
ノ
シ
ヲ
以
ア
其
ノ
時
ノ
平
均
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
係
数
ト
注
射
量
ト
ノ
闘
係
ヲ
（
第
八
表
ヨ
リ
）
圃
示

ジ
ア
第
九
嗣
第
十
岡
ヲ
得
タ
リ
。
以
上
ノ
貫
験
－
一
於
ケ
Y
所
見
ニ
基
キ
左
ノ
各
項
ヲ
認
識
シ
得
、
ヘ
ジ
。
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第九闘

抗原各量加i休菌 Lワタチ γ ，].I附注射後十日目家
兎血清／平均Lオ7・ソ＝ン1係数（第八表参照）

I＝生滅液加Lワクナン7
Jf ＝煮滅液加Lワクチン 1

Jll＝封照食聡水加c＂タチツ l
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第十闘

抗原各量加i株菌しワクチ y' l .Occ注射後十五日目
家兎血清ノ平均しオ7・ソ＝ン寸係数（第八表参照）

I＝生滅液力日Lワクチン寸
l 煮詰革液加Lワクチン E

111＝封照食瞳水加しワクチン I

互μ
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－
、
生
・
業
滅
液
抜
ニ
一
割
照
二
一
於
－
プ
注
射
量
同
量
ナ
Y

毛
ノ
ニ
於
ア
最
高
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ヲ
示
ジ
タ
Y

モ
ノ
A

常
ニ
養
瀦
液
動
物
十
9
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キ
。
而
シ
－
プ
生
滅
液
動
物
A

乙
質
験
ノ
場
合
ノ
外
A

僅
ニ
劃
照
動
物
ヨ

y
優
リ
ノ
タ
リ
。

こ
、
最
高
「
オ
プ
ソ
－
ご
J

」
係
敷
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
注
射
量
同
量
ナ
Y

モ
ノ
ユ
於
－
7
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
、
二
十
日
目
抗
血
清
中
交
樹
液

動
物
ノ
平
均
「
オ
プ
ソ
ニ
シ
L
係
数
ニ
吊
－
一
生
鴻
液
動
物
ヨ
9
モ
一
ツ
ノ
除
外
例
毛
無
ク
大
ナ
Y
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
し
係
数
ア
呈
ジ
タ

y
。
生
滅
液
動

物
ノ
平
均
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
歎
A

大
韓
封
照
ヨ

9
優
日
ノ
タ
レ
ド
モ
殆
ン
ド
大
同
小
異
ナ
リ
キ
。

一
－
戸
、
業
櫨
液
動
物
ノ
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
係
数
A

注
射
後
二
十
日
目
－
一
至
Y

モ
生
瀦
液
動
物
－
一
比
シ
相
営
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ァ
保
チ
タ

y

国
一
生
鴻
液
動
物
A

多
ク
A

健
常
動
物
ノ
ソ
レ
ト
大
差
無
キ
三
宝
レ

y
。
掛
照
動
物
－
一
一
於

F

プ
モ
殆
ン
ド
生
滅
液
動
物
ト
同
様
ナ
リ
キ
。

四
、
前
ホ
注
射
量
ト
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
L
係
数
ト
ノ
開
係
ヲ
見
Y

－
二
第
八
表
、
第
九
園
、
第
十
闘
）
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量
A

常
－
二
定
シ
ア

7
0路
ナ
Y

ニ
封
シ
鴻
液
並
－
一
劃
照

A
0
・
五
括
ヨ

p
一・

O
蛇
、
一
・
五
蛇
ト
援
化
増
量
シ
b
p
y

ニ
某
ノ
抗
血
清
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数

A

必
ズ
ジ
モ
ソ
レ
ト
平
行
シ
ア
増
加
セ
ザ
リ
キ
。

最
高
勺
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
敷
ヲ
示
ジ
タ

Y
動
物
A

業
癒
液
動
物
一
一
於
－
7

A
注
射
量

0
・
五
耗
ノ
時
二
・
四
六
、
一
・

O
括
ノ
時
二
・
一

O
、
了
五
耗

ノ
時
二
・
六
五
ナ
リ
キ
。
卸
チ
増
加
ノ
傾
向
A

ア
レ
ド
モ
大
差
ナ
カ
リ
ノ
キ
。
生
滅
液
動
物
一
一
ア
A

一
エ
ハ
七
、
一
・
四
八
、
二
・

O
O
－
一
シ
ア
多
少
培

、
加
ジ
、
封
照
動
物
ニ
ア

A

7六
一
、
一
・
七
五
ニ
ジ
ア
是
亦
僅
－
一
増
大
セ

y
。
以
上
ノ
閥
係

A
卒
均
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
係
数
－
一
就
ア

モ
亦
同
一
ナ
ソ
キ
。

一
・
六

O
、

所
見
綿
括
並
エ
考
察

「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
量
ノ
援
化
ト
平
均
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
消
長
ト
ノ
閥
係
ア
明
白
ユ
ス
戸
震
第
四
表
及
ピ
第
八
表
ヨ
リ
十
日
目
及
ピ
十
五

日
目
ニ
於
ケ

Y
「
オ
プ
ツ
ユ
ン
し
係
敷
ト
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
量
ト
ノ
関
係
ァ
第
十
一
闘
、
第
十
二
圏
、
第
十
三
闘
ニ
表
A

ジ
タ

y
。
蓋
シ
第
一
貫

験
ζ

於
e

ア
モ
一第
二
質
験
－
一
於
－
プ
モ
多
ク
A

十
日
目
又
A

十
五
日
目
ノ
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
係
数
ニ
ヨ

9
貫
験
動
物
ノ
得
b
y
y

抗
鰻
産
生
ノ
程
度
ヲ

大
館
窺
知
ス
戸
ア
得
レ
バ
ナ
リ
ノ
。

例
・
プ
「
オ
プ

Y

ニ
ン
」
係
数
ト
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
量
ト
ノ
関
係
ヲ
見
Y

－
一
生
・
業
協
液
並
－
一
割
照
各
0
・
玉
括
注
射
ノ
場
合
（
第
十
一
間
四
）

第
六
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E

チ

ン
ン
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チ
チ
ワ

ク
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ワ
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削
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ム
R
M
＆
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除
問
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液
液
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線
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生
者
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川口

－
、
淋
菌
生
・
煮
漏
液
ヲ

0
・
五
耗
ヨ
リ
一
・

O
蛇
、
了
五
耗
ト
三
回
獲
化
シ
h
y
uF

モ
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ

0
・
五
耗
ト
一

化
ジ
タ
山
戸
時
毛
凡
・
7

一
ツ
ノ
例
外
ナ
ク
最
高
「
オ
プ

y
－
一
ン
」
係
敷
ア
示
ジ
タ
U
F

毛
ノ
A

賞
－
一
実
鴻
液
動
物
ナ
リ
キ
。
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十
日
目
及
ピ
十
五
日
目
ニ
於
ケ
Y
「
定
プ
ソ
ユ
ン
」
係
数
A

「
ヲ
ク
チ
ン
」
0
・
五
括
注
射
ノ
場
合
ヨ
リ
モ

一
・
O
銘
（
卸
チ
二
倍
）
ノ
際
A

三
者
共

凡
ア
梢
々
増
加
シ
タ
Y

モ
二
倍
増
加
A

ナ
サ
ザ

y
キ
。
此
ノ
開
係
A

滅
波
放
－
一
一
割
照
各

一
・
O
括
｛
第
十

一
闘
）
並

－
二
・
五
姥
（
第
十
二
闘
）
ノ

場
合
ノ
十
日
目
、
十
五
日
回
二
於
－
プ
モ
亦
同
様
ナ

y
キ
。
（
但
シ
鴻
液

一
・
O
耗
注
射
ノ
場
合
ノ
十
日
目
ニ
於
47
生・
実
癒
液
動
物
－
一
於
テ
A

却

ア
反
劃
ト
ナ

y
タ
η
ノ
。）

• G や色てン
Z I t. ,_.... 

I _.. 

I ,..-., I fイ／
「 II 

ιノ t

ft_ 

是
ヲ
要
ス

Y

－
一
淋
蘭
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量
ヲ
二
倍
増
量
シ
タ

Y

－
弓
オ
プ
ソ
ニ
ン
し
係
敷
A

大
健
増
加
シ
タ
Y

モ
二
倍
増
加
A

ナ
サ
ザ
リ
キ
。

以
上
第
一
貫
験
並
一
一
第
二
貫
験
－
一
於
ヶ
Y
貫
験
結
果
ヲ
観
察
シ
ア
大
韓
ヲ
総
括
ス

Y

ニ
左
記
ノ
各
項
ダ
ケ
A

動
カ
ス
ペ
カ
ラ
ザ
Y
事
貫
ト

シ
ア
認
識
セ
ザ
U
F

ペ
カ
ラ
ズ
。

－
O
耗
ト
一
一
回
愛



生
滅
液
動
物
A

封
照
動
物
ト
大
同
小
異
ナ

y
シ
モ
大
韓
ニ
於
ア
後
者
ヨ
リ
モ
一俊
y
b
p
p
o

二
、
最
高
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
係
数
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
平
均
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
係
数
ヲ
比
較
ス

Y

毛
提
鴻
液
動
物
A

常
ニ
全
経
過
－
一

一A
p
eプ
生
滅
液
動

物
ヨ

y
毛
進
－
一
大
ナ
Y
平
均
「
オ
プ
ソ
－
一
ン
」
係
数
ヲ
一
不
シ
タ

y
。

生
滅
波
動
物
ノ
示
シ
タ

Y
卒
均
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
A

掛
照
動
物
ノ

y
v
ト
大
同
小
異
ナ
η
ノ
ジ
モ
大
健
－
一
於
ア
僅
ζ

大
ナ
リ
ノ
キ
。

是
ァ
要
ス

Y

－
一
実
滅
液
動
物
A

早
期
ヨ
リ
大
ナ
Y
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
数
ヲ
示
シ
ア
ソ
レ
ヲ
他
ノ
場
合
ヨ
柑
ノ
屯
長
期
間
血
中
ニ
保
留
シ
b
y
y
。

一
ニ
、
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量
ヲ

0
・
五
耗
ヨ

Y

7
0
括
－
一
一
帯
量
注
射
シ

タ
Y

－三
i

オ
プ
Y

ニ
ン
」
係
数
A

生・
業
滅
波
動
物
並
－
一
封
照
動
物
－
一

於
ア
大
健
蓮
行
シ
ア
幾
分
増
加
ジ
タ
レ
共
二
倍
増
加
A

ナ
サ
ザ
η
ノキ。

目
、
然
Y

ニ
生
・
裳
鴻
液
ノ
量
司
ノ
鐙
化
増
量
ジ
タ
w
y

－
一
此
ノ
際
A

淋
菌
「
ヲ
グ
チ
ン
」
ノ
量
二
閥
係
ア

1
7「
オ
プ
Y

ニ
ン
」
係
数
A

必
ズ
ジ
モ

増
加
A

ナ
サ
ザ
リ
ノ
キ
。
（
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量

0
・
五
蛇
－
三
割
ジ
ア
鴻
液
0
・
五
耗
並
－
二
・

O
詫
ノ
時
A

「
オ
プ
ジ
ニ
ン
L
係
数
A

増
加
ジ
タ
レ
共

了
五
括
ノ
時
A

反
－
プ
減
少
セ
η
ノ
。
「
ワ
ク
チ
ン
」
一
・

O
路
一
一
一
割
uv
菰
液
0
・
五
蛇
ヨ

9

一・

O
括
－
一
増
加
ジ

タ
Y
時
A

反
－
プ
減
少
シ
タ
レ
共
一
・

五
耗
ト
ジ
タ
Y
時
A

増
加
セ

y
。
此
ノ
関
係
A

封
照
－
一
於
－
Y

A

極
メ
ア
僅
少
ナ
ロ
ノ
キ
。）

仰－
7
「
オ
プ

y
－一ン
L
係
数
一
一
ヨ

y
－
プ
標
一
不
セ
ラ
レ
h
p
y
抗
健
産
生
ノ
強
弱
A

此
ノ
貫
験
結
果
－
一
ヨ
叫
ノ
ア
一
目
瞭
然
タ
Y
考
察
－
一
蓮
ス
ペ
シ
0

・

か
チ
業
櫨
除
勧
物
心
於
ア
一

7、
ヘ
ヘ
－
一
、
ン
」
ノ
産
わ
丈
時
間
除
最
早
期
－
一
起
ド
、
分
量
的
影
い
八
ト
ナ
ド
、
マ
タ
最
hr妙
貯
血
中
－
一
保
留
い
ご
戸

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

y
、
之
ニ
反
シ
生
滅
液
動
物
劃
照
動
物
二
一
於
－
プ
A

其
ノ
成
績
A

大
同
小
異
－
一
し
て
ア
生
滅
液
動
物
稿
々
優

y
タ
y
ト。

上
記
所
見
ノ
由
ア
来
Y
所
以
A

何
蕗
－
一
ア

y
ャ。

動
物
ニ
免
疫
元
ガ
注
射
セ
ラ
レ
ア
後
動
物
ノ
獲
得
ス

Y
自
働
性
全
身
性
免
疫
ノ
強
弱
A

注
射
セ
ヌ
レ
タ
Y
兎
疫
元
ノ
有
ス
U
Y

（
こ
「
兎
疫
元

性
能
働
力
ノ
大
小
」
並
－
一
其
ノ
動
物
－
一
劃
ス

Y
（
二
）
「
免
疫
元
／
毒
力
」
ノ
強
弱
ト
一
五
ア
此
ノ
ニ
箇
ノ
要
約
ガ
最
モ
必
要
ナ
Y

コ
ト
ナ

y
。
偲
A
T

へ
兎
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
ナ
Y
見
疫
元
ト
雄
其
／
動
物
－
一
一
割
ス

Y
毒
力
ガ
極
メ
ア
弱
キ
時
A

見
疫
獲
得
ノ
貫
際
結
果
諜
想
外
－
一
小
ナ
Y

毛
ノ

ニ
シ
ア
見
疫
元
性
能
働
力
小
ナ
Y
免
疫
一
克
－
一
ア
モ
毒
カ
大
ナ
Y
時
A

反
ア
免
疫
元
性
能
働
力
大
ナ
Y
免
疫
元
ヨ

y
毛
強
キ
見
疫
ヲ
得
M
Y

モ
ノ

第
六
巻
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mm
大
谷

F『

原

蓄、.... 

卒

国

一
一
凶

（
第
部
品
鋭

一一凶）

ナ
リ
。
従
－
プ
ニ
箇
ノ
免
疫
一
克
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ア
比
較
セ
ン
ト
ス

Y
時
A

先
ヅ
二
箇
ノ
見
疫
元
ノ
葉
ノ
動
物
－
一
割
ス

Y
毒
力
ヲ
一
致
セ
シ
メ

タ
Y
朕
態
ノ
下
↑
一
貫
駿
ガ
遂
行
セ
ラ
レ
ザ
Y

ペ
カ
ラ
ザ
Y

モ
ノ
ナ

y
。

此
蕗
ニ
於
－
プ
余
等
A

淋
菌
生
鴻
被
ト
淋
蘭
素
描
液
ト
ノ
免
疫
一
克
性
能
働
力
ア
比
峻
セ
ン
ト
ス

Y

二
百
リ
此
／
「
者
力
一
致
」
ト
云
フ
要
約
A

烏
潟
数
授
－
一
ヨ
η
ノ
ア
考
案
セ
ラ
レ
最
モ
容
易
－
一
シ
ア
且
ッ
充
分
一
一
「
毒
力
一
致
し
ナ
ル
僚
件
ヲ
満
足
セ
シ
ム

Y
下
ノ
加
キ
方
法
ヲ
採
用
シ
タ

9
。

印
チ
「
淋
蘭
生
・
業
指
液
－
一
此
等
ヨ
リ
数
倍
毒
カ
大
ナ
Y
淋
商
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
加
プ
」
y
事
ナ

y
。
卸
チ
此
ノ
方
法
－
一
ヨ
レ
バ
生
滅
液
加
1

ヲ
ク
チ

シ
」
ト
煮
滅
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
ノ
毒
力
ノ
比
λ

極
メ
タ
僅
少
ト
ナ

y
－
プ
官
際
的
ニ
A

「
毒
力
一
致
」
ト
見
倣
シ
得
Y
モ
ノ
ナ

y
。

而
シ
，
プ
本
質
験
－
一
於
－
ア
淋
蘭
生
縦
波
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ト
業
縮
技
加
ー
ワ
ク
チ
ン
」
ト
ヲ
注
射
セ
u
y

動
物
ノ
産
生
セ
グ
’抗
幽
m
A
生
漉
液
ト
「
ワ
ク

チ
ン
L
、
実
減
液
ト
「
ワ
ク
チ
ン
L

ガ
有
ス
w
y

見
疫
一
克
性
能
働
力
ニ
ヨ
リ
惹
起
セ
ラ
レ
タ
U
Y

モ
ノ
ニ
シ
－
プ
葉
際
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

同
一
「
ヲ
ク
チ
．

γ」
ヲ
同
量
加
ヘ
タ
Y
ガ
故
－
一
本
質
験
一
一
一
炉
、
ヶ
Y
結
果
ァ
観
察
シ
ア
生
・
業
磁
波
ノ
見
」
投
冗
性
能
働
カ
ヲ
比
較
セ
ン
ト
ス

Y
時
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ

ミ
ガ
有
ス

Y
免
疫
元
性
能
働
力
A

考
慮
ノ
外
ニ
措
キ
ア
可
ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。
斯
ク
／
如
ク
ニ
シ
ア
前
記
所
見
総
括
ノ
結
尾
ニ
於
－
プ
過
ペ
タ
M
Y

如

ク
煮
掠
舷
動
物
A

抗
開
産
生
大
二
、
生
地
波
動
物
A

小
ナ
ソ
シ
所
以
A

全
ク
淋
菌
茶
摘
液
A

生
協
液
ニ
比
シ
免
疫
一
克
性
能
働
力
大
ナ
Y

ノ
致
ス

所
ナ
リ
シ
ヲ
理
解
シ
得
可
シ
。

論
者
或
A

・
次
ノ
如
ク
考
ア
ペ
ジ
。
淋
菌
生
滅
披
A

菜
穂
波
ニ
比
シ
毒
力
確
一
一
大
ナ

y
、
而
シ
ア
淋
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

更
一
一
大
ナ

9
、
換
言
ス

レ
バ
毒
力
齢

y
－一大
ζ

・火
シ
グ
ル

ガ
故
－
一
生
崎
被
動
物
A

炎
焔
波
動
物
－
一
比
シ
抗
鶴
産
生
小
ナ
リ
シ
所
以
ナ
η
ノト
。此
ノ
如
キ
説
ノ
謬

v
y
モ

ノ
タ
M
Y

コ
ト
A

質
験
結
果
ヲ
精
シ
ク
検
ス

Y
時
A

白
ラ
了
解
ス

Y

ニ
安
Y

ペ
シ
。

例
ヘ
バ
第

一
貫
験
－
一
一
於
－
ア
生
・
煮
掠
倣
ノ
量

0
・
五
託
ヨ
H

ノ

7
0託
－
一
一
帯
量
シ

タ

Y

時
又
A

第
二
貫
駿
－
一
於
ア
生
・
業
協
彼
ノ
量
ヲ
一
・

o

括
ヨ

y
一
・
五
耗
ト
シ
タ
山
戸
時
生
磁
波
動
物
毛
長
嶋
液
動
物
モ
凡
－
プ
「
オ
ア
ソ
ユ
ン
」
係
数
A

増
加
シ
タ
リ
ノ
。
叉
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
量
ヲ

0
・
五
姥
ヨ

y
一・

O
託
ト
シ
タ
Y
時
（
第
十
一
闘
、
第
十
二
闘
、
第
十
三
樹
）
毒
力
A

盆
々
過
大
－
一
失
シ
従
－
プ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
係
教
モ
亦
盆
々
小
ト
ナ

Y
誇
ナ

リ
ノ
。
然
Y

ニ
貫
験
結
果

J

二於－プ
A

反－
7
反
封
ナ

yuvd
ヨ
リ
ノ
見
レ
バ
毒
力
過
大
ナ

y
ジ
ガ
潟
一
「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
産
生
ガ
小
ナ

9
シ
二
月
詐
ザ

y



ヲ
知
Y
ペ
シ
。
卸
チ
柔
減
液
動
物
ガ
生
繍
液
動
物
ヨ
リ
モ
抗
贈
産
生
大
ナ

y
ジ
所
以
A

会
ク
滅
液
ノ
毒
力
ノ
相
違
－
一
ア
ラ
ズ
シ
ア
鴻
液
ノ
免

疫
元
性
能
働
力
ノ
相
違
－
一
締
ス
ペ
キ
毛
ノ
ナ

y
o
然

4

フ
バ
淋
菌
実
鴻
液
A

生
癒
液
ヨ
リ
モ
免
疫
元
性
能
働
力
大
ナ
Y
所
以
A

何
鹿
－
一
ア

y
ャ。

淋
菌
生
漉
液
ア
煮
沸
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ

y
－
プ
兎
疫
元
物
質
F
’
絶
劃
合
量
ガ
増
加
シ
タ
？
ト
A

何
人
モ
思
考
シ
能
A

ザ
Y
ペ
シ
。
然
Y

－一コ
A

烏
潟
数
授
ノ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
準
設
ヲ
理
解
ス

Y
時
A

誠
－
一
簡
明
－
一
且
ツ
容
易
－
一
説
明
ジ
得
Y
事
賓
ナ
リ
ノ
ト
ス
。
郎
チ
淋
南
生
樹
液
中
ノ
菌
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Dr. T. HIRAT.<¥. 

(Aus dem Labor【1

Aus cincr J¥gュroberflachewurden die Gonokokken im Ver・haltnisse von 0,0014 ccm aut 1,0 ccm Medium mit 

0,85 proz. Kochsalzlosung suspendiert. Von der Vakzine stellten wir 2 Testmaterialien, N. F und F. K. 201 her, 

um ihre EinAlisse auf die Erzeugung des gegen Gonokokken gerichteten Opsonins, die <lurch iγ. Ei『1verleibungvon 

Gonokokken-Vakzine (erh孟ltlich vom Instit川 rnr Erforschung der InfeI王tionskr

nachwei討只barist, zu erforschen. Die Ergcbni附 C der V ersuche 日indin folgenden Tabellen zu日乱mmenge日tellt:

奇襲 1(~ 【園長 柳】

Tabelle I. 

Opsonioinde又 derSera der Kaninchen, die eine Vc-rmischun_g von 0,5 ccm 

Gonokokkenvakzine mit elem Natil'日ltral(N. F.) bハ.v.Koktofilt目 t(F. K. 201) 

iv. erhalten hatten. 

Opsoninindex 
一 一一一－ 一一一

1、cstni~terial Menge Vor der Na<h dcr Jnjcktion, u.ι am 

Injektion 
5・ T. 10.T. 15. T. 20. T. 

NaCl-I りsun:; I ie 1,00 1,25 r.23 1,27 0,82 

N.F. 0,5 1,05 I, Iリ I .2り 1,34 0,96 

F. K. 20’ ccm 1,04 J,49 ),75 ).42 1,27 
，一一ー

Na Cl T .osung Je 1,04 1,28 142 1,21 0,93 

N.F. 1,0 0.98 1,24 1,83 I,33 0,83 

F. K. 20’ ccm 0・りり 1,65 2,00 J,51 1,12 

0・98 0,94 1、.21 1,29 0,85 

N. F 1,5 1,03 o，りS I・30 1,24 0,87 

F. l・く.20’ ccm I,00 1,16 1,60 1,15 

． 

同－ !H I 1 +1 （事提唱正告書 1 1 ・!,J)



事長 1~~ 【殴榊】 l争 E I I< （者安保鰐 I 1 <> 

Tabelle II. 

Opsr•ninindcx der Sera der Kaninc11cn, die ein仁 ＼＇ermi;chung¥'On r,o CCI¥¥ Gonul、れ1、kerwal日 ine

mit dem Nativtiltrat (N. F.) brn Kol、totiltrnt(F. K. '.!O’） r ". crhal ten hatten. 

' : Opsonini 

l cstn】：lt《、tむii I ¥Icnge I ¥ nr州 ；ド，、しh‘lerTnjektr u. z am 

：一一：土竺三！＿：~，＂DE巴：－
K1CI T川 ing I je I o yリ I1.44 I I,3S I .. p ! l,O(> 

N. F. I 0,5 I o,yy I 1,25 1 1,50 1 141 I 1,25 

F. K. d 〕竺 ｜ I吋 ｜一山口山 口sI 1.•3 

Naιl l.i:isung 

N.F. 

F. K. 20’ 

NaCl-L<≫ung 

N.F. 

F. l三 20'

je ; 1,02 

1,0 , o.<)6 

ccm I __ 1,05 

je i o，リ7

'・5 I o,96 

ecm I o・98

: 1,01 I 1,34 

j I・1S! 1,1S 
l川 1 同

1,26 I I 23 

I ,Iり I I,i2 

1.45 I 1,77 

Ergebnisse. 

141 

'・.'9 

J,88 

1.72 

1,57 

2,25 

l,22 

I.Oリ

l,45 

1.23 

1.25 

J,82 

． 

1) Die Erze叩 ungdes gegen Gonokokken gericl山 ten01肘川n;;¥1-ar bei den Koktoa凶 gen-Ticrcneine betracht-

lich gr<'isserじ alsbei den 1¥ativantigen-Tieren. 

2) Die N. F-Tiere crgaben gege日iiberdじn1¥aCl-Tierじ11 Z＼じu cinじ11 grけ州erenOpsoninindex, aber gcgeni.iber den 

FK. 20仁Tiereneincn deutlich kleineren. 

3) Somit wurde be¥1-ic党九 <lassdie gewi.ihnlichc Gonokokkenvakzi町 S山 stanzen enthalten, die 出cht nur die 

l'haにozytose der・Mikroben, sondern auch die Erzeugung des gegen Gonokokken gerichteten 01》soninsbehindern und 

die an sich <lurch 20 Minuten Ianσe Iケhitzun円 bei roo°C げ ewissermasseninaktiviert werden kりnnen.
b "' ,_, 

4) Daraus geht hervor, class der Gebrauch der gewハhnlichじn (nativen) Gonokokkenvakzine angesichts des 

I三oktoimmunogensabzuraten ist ( Autorefc、rat).


